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　　　　平成18年度協議会事業「子ども科学探検隊」がスタート
　今年度発足した協議会の初めての事業である「子ども科学探検隊」の開講式が4月23日（日）
に行われました。県内各地から小学校５年生から中学校２年生まで２７名が参加し、開講式・科学
実験教室を終えた午後に「野毛山動物園」を訪れ、キリンの授乳とﾁﾝﾊﾟﾝｼﾞｰの食事を見学し、動
物の麻酔に使う吹き矢作りを体験してきました。

　子ども科学探検隊年間計画（平成18年度）

三菱みなとみらい技術館（午前）

県立青少年センター （午後）

２／４（日）

川崎市青少年科学館（川崎）１／２１（日）

味の素株式会社（川崎）１１／未定

横浜こども科学館（横浜）１０／１４（土）

湘南台文化センターこども館（藤沢）９／２４（日）

産業技術センター（海老名）８／１９（土）

海洋研究開発機構（横須賀）８／８（火）

温泉地学研究所（午前・小田原）

生命の星・地球博物館（午後）

８／３（木）

県立産業技術短期大学（横浜）７／３１（月）

環境科学センター（平塚）７／２８（金）

神奈川工科大学（厚木）６／２４（土）

東芝科学館（川崎）５／１３（土）

県立青少年センター（午前）

野毛山動物園（午後）

４／２３（日）

見学・実習施設実施日
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＜参加した子どもたちの感想＞　　　　　　　　　　　　　　
＊　吹き矢を吹いてみて簡単だと思っていました

　が、すごく難しかったです。的に当たった時はう
　れしかったです。
＊　吹き矢を作るのは大変だったけれど、いつも

　作れないものを作れたので良かった。　
＊　キリンは子どもなのに大きいなと思った。

＊　キリンが乳を飲むところがかわいかった。
＊　キリンが夜に寝るところに入って見れたので
　勉強になった。

スタッフも大忙し
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　第2回目の「子ども科学探検隊」が東芝科学館
で行われ２３名が参加しました。合成写真の作

成や、静電気による雷の実験を見学し､午後は
パソコンの解体という日常ではできない経験を
しました。子どもたちの目は興味津々、夢中に

なってドライバーと格闘していました。解体後の
部品は､リサイクルの使うということで捨てるもの
が少ないのにみんな驚いていました。

子ども科学探検隊
5月13日　東芝科学館

パソコン解体に夢中

･･･　人事異動　･･･
　4月1日付の人事異動で青少年センターの館長、科学部長、科学情報課長が代わりました。
　小宮久雄前館長は自治総合研究センター所長に、萩谷盛雄前科学部長は県立厚木西高校校長に、長谷川研
治前科学情報課長は県立弥栄西高校教頭にご栄転され､新館長に宍戸和夫（前企画部次長、神奈川科学技術
アカデミー派遣）、科学部長に金箱一幸（前県立神田高校教頭）、科学情報課長に山口英博（前県立城山高校教
諭）を迎えました。今後とも宜しくお願いいたします。

小宮館長のお話に真剣
＜参加した子どもたちの感想＞
＊　パソコンの解体が一番面白かった。パソコン

　１台からいろいろなものがリサイクルできるとい
　うことがわかりすごいなと思いました。

＊　分解してみて、リサイクルの大切さが良くわか
った。

＊　今度はパソコンを組み立てたいです。

＊　いつもは絶対できないパソコンの解体ができ
　て面白かった。
＊　静電気で人工の雷を落とす実験が面白かっ

　た。雷が青白いことがわかった。
＊　ドライバーの使い方がわかった。

＊　合成写真が面白かった。

　
　着任の挨拶　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　館長　宍戸和夫

　　初夏を感じさせる、今日この頃ですが､会員の皆様におかれましてはますますご清祥のことと
　お慶び申し上げます。
　　4月1日付人事異動で県立青少年センターの館長になりました宍戸和夫です。小宮久雄前館
　長同様宜しくお願いいたします。日ごろから協議会の会員の皆様には、当センターの事業、特
　に科学部事業へのご理解とご協力を賜り感謝しております。心よりお礼申し上げます。
　　県立青少年センターは昨年7月に新しくスタートしました。今年､平成18年度を初年度と考え
　さまざまな事業に取組んでいく所存です。特に、理科好き、ものづくりの好きな子どもを増やす
　ために協議会と共催した今年の新事業「子ども科学探検隊」は、順調にスタートをしました。

　　また、「青少年科学作文コンクール」の募集案内を県内すべての学校に配布し、多数の応募
　を期待しています。
　　これからも、協議会の活動等について忌憚のないご指導ご鞭撻をお願いいたします。

新会員加入のお知らせ
　神奈川県青少年科学体験推進協議会に、藤沢教育文化センター、大和市教育研究所の２団

体が新たに加入し会員数は５３団体になりました。　


